
 アジサイの花が少しずつ色付き始め、梅雨の気配を感じる時期とな

りました。毎日真夏のような日差しとジメジメとした暑さの中、子ども

たちは、元気に登園し、戸外や室内で好きな遊びを先生や友達と遊んで

います。友達と遊ぶ中で「いれて」「いいよ」が続くと良いのですが、

時には、「だめよ」という返事もあります。子どもたちの暗黙のルール

があったり、前にトラブルにあったりしたことを思いだして断ること

も。そんな時は、職員や他の友達が両者の気持ちを聞いたり、一緒に考

えたりして「どうしたらみんながえがおであそべるか」の答えを探して

います。お家に帰った後も、そんな話が出る日もあると思います。すぐ

に答えを出してしまうのではなく、気持ちを受け止め、一緒に答えを探

してあげてください。 

  

  

 

 

 

                  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

すすきのこ 6月 
Ｒ６．６．２０ 

箱根町立仙石原幼児学園 

 

     はこねっこ夏まつりについて 

日 時 令和 6年 7月 5日（金） 

      ９：３０～１１：３０    

 場 所 仙石原幼児学園  

 参加者 全園児、保護者、保護者の会役員   

     他園親子又は、未就園児親子 

 内 容 保護者会役員によるお店 

     年長組のお店 親子でダンスタイム 

★今年度も保護者の会主催の納涼大会を行います。（食べ物、飲

み物はありません。）園児、保護者に加えて、他園の園児、未

就園児も参加できます。地域のお子さんをお誘いあわせの

上、ぜひ参加してください。 

★ピカピカ大作戦を６月 26日（水）に行います。 

 ①8：40～9：10②16:30～17：10③18:00～18：30 

 就労やご都合に合わせての時間になっておりますので、ご協

力お願いします。外での作業になりますので、暑さ対策、防

虫対策の準備を各自お願いいたします。（雨天の場合は室内

です。） 

 

 

     

          

 

        園・小連携 

今年度も園小連携を行っていきます。小学校より４月から６月までの

間に、１年生の授業参観、学校公開日、２年生の研究授業、支援級の研

究授業と４回、参観日のお誘いを受け、職員が順番に参観させていただ

きました。１年生の授業参観では、２か月しか経っていないのに、ずい

ぶんしっかりとして、授業に向かう姿勢や主体的に答える姿があり成長

を感じました。２年生の算数の授業では、１年生よりも内容も難しく、

理解するまでに時間がかかる姿も見られたようですが、自分でわからな

いところを友達に聞いたり、共感、共有したりと友達とグループワーク

をしていたようです。算数といってもやはり、国語が大切で、先生が話

す意味が分からないと答えが出せないこともあり、コミュニケーション

が大事になってきています。園でも子どもの疑問に答えたり、大人が疑

問を投げかけたり、なぞなぞやクイズ、しりとりなどを取り入れていま

す。言葉遊びをすることで、語彙力をのばしたり、考える力が育みます。

ぜひ、ご家庭でも親子で楽しみながら行ってみてください。園小連携、

次回は、職員同士の交流、グループに分かれて話し合いを考えています。

まずは、職員同士が顔と名前がわかり、お互いの教育、保育を理解する

ことが小学校へのなめらかな接続となります。１年を通し、学校への進

学がより楽しめるよう様々な取り組みを行っていきたいと思います。 

 

 

 

箱根教育合言葉 箱根を愛し かしこく やさしく たくましく 

       地域の人や自然とのふれあい 

今年度も個性化目標は、「仙石原の自然や人との関わりを通して、豊

かな心を育む園づくり」です。地域の人や自然とのかかわりある機会を

多く持ち、心豊かな子どもの育成を目指していきたいと思います。その

中で、年間を通して、次の３つの活動を多く取り入れていきたいと思い

ます。 

① 地域の人と畑を通して関わりを持つ。 

５月３０日に、仙石原に住む石垣さんご夫婦が来園し、年長の子ども

たちと畑作り、苗植えをして頂きました。石垣さんから頂いたナス、カ

ブ、インゲンと子どもたちが蒔いたきゅうり、枝豆、とうもろこし、そ

の他に、恭子先生の家の畑から頂いたトマト、オクラの夏野菜といろい

ろな花の種を植えました。花が咲き、実がなるのを楽しみに大切に育て

ていきたいです。 

② 民生委員や地域の方と触れ合う機会を作る。 

 毎月第２火曜日に民生委員さんが支援センターに来園します。６月

は、その日に年長組の裁縫や木工遊びのお手伝いをお願いしました。当

日は、民生委員さんが６人集まってくださり、年長組の子どもたちとテ

ッシュケースつくりやコリントゲーム作りなどを一緒にしてもらいま

した。裁縫や木工道具を安全に行うためには、大人の数が必要です。次

回もたくさんの参加をお待ちしています。年間を通して、子どもたちの

活動をサポートして頂きたいです。民生委員の方以外にも子どもたちと

の触れ合いを希望の方は大歓迎です。園に連絡をください。 

③ 自然とのふれあい方を楽しみながら学ぶ機会を持つ 

 年間を通して、ビジターセンターの築紫さんにお願いをして、四季の

自然とふれあう場を多く持ち、その時期にしか味わえない体験を５感を

通して感じ、豊かな心を育む機会としたいと思います。 

  

 

 

 

 


